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  　　　　町政運営　　　　  

　町政運営の基本的な考え方

としては「あなたの声が届く

町政へ」「誰もが住み続けら

れる町づくり」の考えのもと、

町民の声を大切にし、持続可

能な地域づくり・地域環境共

生圏の視点を取り入れ、行政

運営を行ってまいりたいと存

じます。

　　　防災・災害対策　　　

　現在津波避難タワーは２基

が完成し、４年度において沢

田地区・下月原地区にそれぞ

れ１基を建設します。正円地

区・本庁付近についても設計

業務を行い、今後建設に向け

て進めていきたいと思いま

す。災害時には、情報の伝達

も重要な課題です。電波調査

をしたうえで、ＦＭ伊豆での

情報伝達も取り入れる必要が

あるのではと思います。

 　　　　学校建設　　　　 

　先ず安全な場所で教育・保

育を行うという事を大事に、

建設計画を進めていきたいと

思います。現況としては、３

年度中に先川地内のボーリン

グ調査費が可決されましたの

で、２月中に入札も終わり、

現在調査結果を待っている状

況です。ボーリング調査が終

わり次第、地質の分析結果を

お示しし、方向性を決定して

いきたいと思います。

　４年度内に基本設計業務に

取り掛かり、早急に住民説明

ができる資料を作れるように

体制を整えていきたいと考え

ております。

　　学校給食費半額助成　　

　少子化対策・食育・地場産

品の地産地消の面から、学校

給食費の半額補助をしたいと

思います。

 　　　　斎場建設　　　　  

　田子地区におきまして地元

説明会を行わせていただきま

した。現在の施設の老朽化も

激しく、事業を進めなければ

ならない状況に変わりはあり

ません。地区のご理解を頂け

るよう再度お願いに伺うと共

に、計画については進められ

るよう計画策定の予算を計上

いたしました。

 　　　　経費削減　　　　 

　近年の電力自由化により、

近隣市町でも電力の入札制度

を採り入れる自治体が増えて

きました。西伊豆町としては、

安定した電力供給が確実に行

われるか、業務に支障はない

のかなど注視してきました

が、他市町で支障が出たなど

の状況が無いことから、当町

においても４年度から電力の

入札制度を採り入れ、経費の

削減に努めていきたいと思い

ます。

　　　　６次産業化　　　　

　１次・２次・３次産業とそ

れぞれありますが、全てに横

ぐしを刺し、連携の取れた事

業展開をすることが重要です。

　山を適切に管理することに

よってＣＯ２の吸収と循環を

促し、残
ざん

渣
さ

などの有効利用と

海産物の養殖などを手掛け、

自然を生かした６次産業化を

進めていきたいと考えており

ます。最終的にはそれらを観

たり体験する観光につなげて

いきたいと考えております。

　　　ごみの減量化　　　

　生ごみなどの食物残渣や２

次・３次産業から出てくる残

渣をバクテリア処理し、焼却

処分量の減少と有効活用がで

きないかと考えております。

最終的には、家庭から出る生

ごみまでの処理が望ましいと

は思いますが、個人の意識の

問題もあるため、先ずはホテ

ル・旅館や、加工業などに的

を絞り検討をしたいと考えて

おります。

　　　　　農業　　　　　

　町内で農業をしたいという

令和４年度

西伊豆町長

施政方針(抜粋)

あなたの声が届く町政へ
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地域おこし協力隊が１名活動

をしてくれていますが、コロ

ナ禍において商品を流通させ

ることができず大変苦慮して

います。また、農地はありま

すが耕作されていない土地も

多くあるため、第三者に貸し

出すなど有効利用が図られる

よう努めていきたいと考えて

おります。

　　　　　 林業 　　　　　

　引き続き森林の荒廃や災害

の温床を改善する面を考え、

今定例会において基金に１億

円の積み増しをしたいと考え

ております。川上から川下ま

での政策を行い、仮にＣ級材

であったとしても有効活用さ

れるように検討を進めていき

たいと考えております。４年

度の町有林間伐面積は18ha

を行い、そのほか、民間の間

伐事業にも補助を行ってまい

ります。

　　　　　 漁業 　　　　　

　育てる漁業の本格始動を行

いたいと考えております。３

年度から６次産業化の事業で

調査などを進めてきました。

その結果として陸上養殖１

種・海中養殖２種を選別した

ところです。今後商品化でき

るように努力すると共に地域

とのかかわりが深まることを

期待しております。

　　　　　 商工 　　　　　

　消費喚起としてグルメスク

ラッチの第３弾と、サンセッ

トコイン還元事業を行いたい

と考えております。グルメス

クラッチ事業に関しては商工

会の事業として行い、その補

助分を町が出資します。サン

セットコイン事業に関して

は、町内事業所の生き残りを

かけ、４年度中は通年で１％

の還元をし、状況を見て10％

の還元で消費喚起を行ってい

きたいと思います。

　　　　　 観光 　　　　　

　コロナの影響で先が見通せ

ない苦しい状況に変わりはあ

りません。ＯＴＡクーポン

の発行を行い個人旅行集客の

呼び水として事業を行うと共

に、しっかりとしたＰＲを

行って認知度の向上を図って

いきたいと考えております。

　現在、町では『ロケサポ西

伊豆』を展開し、多くのメディ

アに取り上げて頂く努力をし

てきました。それらを観てお

越しになるお客様が１人でも

多くなるよう、今後も観光事

業者とより連携を密にし、誘

客に努めていきたいと思いま

す。

　　　　 移住政策 　　　　

　旧賀茂幼稚園の園舎はサテ

ライトオフィスの拠点という

面と、住民が利用できる空間

を確保しているため、手狭に

なりつつあるので、黄金崎を

一体とした整備計画を立てる

と共に、敷地内にワーケーショ

ンで使える施設の構築も図っ

ていきたいと考えております。

このワーケーション事業は、

県の『ふじのくにフロンティ

ア推進エリア形成事業』を活

用し、事業展開を図っていき

たいと考えております。

　　　 健康増進事業 　　　

　健康事業の『健幸づくり事

業』につきましては、３年度

までの取り組みが、厚生労働

省の健康アワード（介護予防・

高齢者生活支援部門）におき

まして、厚生労働大臣最優秀

賞を受賞し過分な評価をいた

だく事ができました。今後も

住民の皆様と共に健康寿命の

延伸につながる事業を継続し、

健幸で長生きできる町づくり

を行いたいと思っております。

施政方針を述べる町長
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大 　綱 　質 　疑
　　　　 一般会計 　　　　

質�問　ふるさと納税は現在好

調だが、いつ減収になるか

分からない、なくなった場

合を考えているのか。

町�長　なくなったときに取り

返しのつかない状況になっ

ては困るので、財政部門で

シミュレーションをして、

財政運営を行っています。

　　　　　教育　　　　　

質�問　コロナ禍でなかなか、

思ったように英語の授業も

できないが、タブレット等

は全ての児童に行き渡って

いる。インターネットを利

用した教育はできないのか。

町�長　ＧＩＧＡスクール構想

の中で進めていくわけです

が、本年度はＪＵＳＡさん

と協定を結んでＩＣＴ教育

の充実を図っていきます。

　　　　 観光振興　　　　 

質�問　誘客施策はどのような

ものを考えているのか。

町�長　ロケサポなどのメディ

ア戦略を行っていくことに

よって、西伊豆町という観

光地があるということを全

国に知ってもらいます。そ

して、ＯＴＡクーポンの発

行などで、しかも安い、と

いうことで一人でも多くの

方が西伊豆に行こうと思っ

てもらえる取り組みが必要

だと考えています。

　　　　 斎場建設　　　　 

質�問　斎場建設関連の予算が

計上されているが、まだ地

区の同意が得られていない

のになぜ予算計上したのか。

町�長　しっかりと斎場建設は

解決していきたいと予算計

上しました。ただし地区の

同意がなければ予算執行は

しません。

　　　ワーケーション　　　

質�問　ワーケーション（※仕

事と休暇の相反する２つの

事を同時にしてしまおうと

いうこと）は閉鎖する学校

施設を利用できないか。

町�長　学校施設はどの校舎が

なくなるか確定していない

ので、計画が立てられませ

んが、黄金崎に関しては、

土地の有効利用を考えて県

などの補助をいただきなが

ら、計画を作っていきたい

と考えています。

　　　　 漁業振興　　　　 

質�問　陸上養殖については、

既に管理者の方は成功させ

るという意気込みで取り組

んでいるとのことだが、ど

のような支援がなされてい

るのか。

町�長　費用的なものは、森と

海の６次産業化事業の中で、

国県の補助金で十分支援は

できていると考えます。人

間関係の支援については、

色々な関係者の方に、町が

つなぎ役をしていきます。

　　　　姉妹町交流　　　　

質�問　子供たちにとっては姉

妹町交流はすごく楽しいこ

とであるが、お互いを理解

するようなプログラムはで

きているのか。

町�長　体系的なプログラムと

して明確化されていないの

で、必要ならば構築してい

きます。

施政方針への質問をする議員
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給　　　　 料

（町税等）
7億9446万3千円

実家からの仕送り

（地方交付税等）
26億2555万0千円

兄弟からの援助

（国・県補助金）
11億3077万4千円

副　 　収 　　入

(ふるさと納税等)
10億0000万5千円

貯 金 取 り 崩 し

（繰入金）
13億6694万7千円

バ イ ト 代

（その他の収入）
6億6916万1千円

借 金

（町債）
2億4010万0千円

生 活 費

（総務費）
９億６９３６万３千円

年金・保険料等

（民生費）
９億６３０６万１千円

薬代・ごみ処理代

（衛生費）
５億９６５６万２千円

農薬代 ･養魚飼育餌代

（農林水産業費）
２億６１５５万７千円

商品購入・旅行代等

（商工費）
１４億３２５６万１千円

家 屋 修 理 代

（土木費・災害復旧費）
５億２１５３万８千円

消 火 器 購 入

（消防費）
７億１５４８万１千円

学 費 仕 送 り

（教育費）
６億６１８２万１千円

ロ ー ン 返 済

（公債費）
５億６３２６万４千円

区・ 町 内 会 費

（議会費）
６７２３万６千円

貯 金

（諸支出金）
１０億６９５５万６千円

へ そ く り

（予備費）
５００万０千円

会　  計 　名 歳入歳出総額 前 年 度 対 比 増減（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 13 億 3300 万 0 千円 1 億 300 万 0 千円 8.4

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3 億　 280 万 0 千円 △ 140 万 0 千円 △ 0.5

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 12 億 9800 万 0 千円 △ 8900 万 0 千円 △ 6.4

水 道 事 業 会 計 2 億 3787 万 8 千円 △ 4019 万 9 千円 △ 14.5

温 泉 事 業 会 計 1 億　 783 万 7 千円  295 万 0 千円 2.8

※水道事業会計及び温泉事業会計は、収益的収入と資本的支出の合計額です。

（ 特 別 会 計 ）

新年度予算４０．５％増（一般会計）新年度予算４０．５％増（一般会計）新年度予算４０．５％増（一般会計）
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（
（（（

支　出（歳 出）収　入（歳 入）

収入合計　78億2700万円

一般会計予算を家計簿にたとえて
作表しました。

支出合計　78億2700万円
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４年度の予算総額は78億
2700万で前年度比22億5700
万円の増です。増額要因は、ふ
るさと納税関連約４億4000万
円、道路・橋梁等整備約２億
2000万円、津波避難タワー等
整備約３億2000万円、サン
セットコイン事業約３億3000
万円、などの増と前年は町長選
挙があり大型事業を控えた結
果、大幅な増額になりました。
※文教施設整備費 (建設候補地
先川 )１億6550万円を削除す
る修正案を否決しました。

　 サンセットコイン事業 　

　　 ４億6958万５千円 　　

問�　経済的余裕のある人ほど

有利になることへの考えは。

答�　利用を一率制限すると消

費喚起になりにくいので使

える方は積極的に使い町内

消費を喚起して欲しいです。

 　家屋等解体事業補助金　 

  　　　　210万円　　　　  

問�　空き家解体補助を１件30

万円とした理由は。

答�　解体費は家屋の大きさに

より違いますが、平均して

大体300万円程なので商工

会と検討して１割の30万円

としました。

鷹ノ巣残土処理場　契約変更

に伴う補償金　4000万円　　 

問�　鷹ノ巣残土処理場の閉鎖

に伴う補償金4000万円は適

正なのか。

答�　町の都合で閉鎖させてい

ただきたいと持ちかけてい

ますので、ある程度の補償

は仕方ないと考えています。

反�対討論　文教施設等整備委

員会は建設地を決定する性

格、役割を有していないの

で委員会が提案した候補地

に反しているとする修正理

由には当たらないので反対。

反�対討論　この委託料否決は

建設費の最終判断材料が得

られなくなる。建設が２、

３年遅れるという状況であ

り、これ以上遅れさせない

ためにも修正案に反対。

賛�成討論　大きな投資は町民

に説明し理解を得る、次世

代に借金負債を残さない、

建設費を節約し町民に負担

をかけない。以上の理由で

修正案に賛成。

賛�成討論　こども園園庭を津

波基準水位以上とする確約

一般会計予算

（賛成：５　反対：４）

文教施設整備費を削除する

修正案に対する討論

３
月
定
例
会

開 催 期 間 ３月１日から３月１１日まで

審 議 し た 案 件 町長提出議案１９件　　　　議員発議１件

可決した主な議案
令和４年度一般会計予算　ほか５つの特別会計予算
一般会計補正予算（1 ０号）ほか３つの特別会計補正予算
債権の放棄について　ほか５つの条例改正　1 つの規約変更

10%還元 ２回実施10%還元10%還元 ２回実施２回実施サンセット
コイン

サンセットサンセット
コインコイン
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10%還元 ２回実施10%還元10%還元 ２回実施２回実施
がない。校舎・体育館の洪

水への危機意識が希薄、先

川は建設費の増加が予想さ

れ、また執行済み予算を無

駄としないためにも修正案

に賛成。

予算総額は13億3300万円
で前年度比１億300万円の増
額です。昨年度保険給付費等
の実績見込みにより増額しま
す。３年度末基金残高見込み
は約３億8080万円です。

 　国民健康保険事業基金　 

　　　約３億8080万円　　　

問�　保険料を県下で統一する

ときには基金を使うのか。

答�　統一の目途が立たず、細

部について何も決まってい

ませんので基金使用につい

ては分からない状態です。

予算総額は３億280万円で
前年度比140万円の減です。

問　対象者の国保から後期高

齢者保険への切り替えはス

ムーズに行われているか。

答�　役場窓口で各口座登録の

際に後期高齢者の口座登録

の案内をし、また納付書を

送る際にも口座振替が便利

とのお知らせをしています。

予算総額は12億9800万円
で、前年度比8900万円の減
額です。要因は介護サービス
諸費を介護認定者の減少、介
護度の軽度化により減額しま
す。３年度末基金残高見込み
約２億3100万円です。

 　　介護認定審査会費　　 

  　　　765万４千円　　　  

問�　介護認定の審査は迅速に

行われているか。

答�　ほとんどの方が、30日以

内に審査結果が、返ってき

ていると思います。ただ、

医師からの主治医意見書の

提出が遅れるなど、調査に

行けないことにより遅れる

こともあります。

収益的収支（経営に伴う、
収支）は収入が２億80万、支
出が１億9560万１千円です。

資本的収支（施設整備に伴う
収支）は収入２千円、支出
3707万７千円で不足額は内
部留保資金、消費税等で補填
します。

問�　水道台帳上では無くなっ

た石綿管が漏水修理で発見

されたが、他には無いのか。

答�　今回の件もあり、正確性

に欠けている部分もあるか

もしれません。これからも

石綿管を発見しましたら早

急に対応します。

収益的収支は収入が9102
万６千円、支出8726万円で
す。資本的収支は収入２千円、
支出1681万１千円で不足額
は内分留保資金、消費税等で
補填します。

問�　動力費が大変上がってい

る。下げる努力はしている

のか。

答�　ボイラーは設定した温度

で稼働しており、源泉の温

度が上がらない限り、動力

費を下げるのは困難です。

また燃料単価はこれからも、

なかなか下がらないので簡

単ではないと思います。

◎�４年度にサンセットコイン１０％還元を 2回に分
けて実施します。（※通常時は１％還元を実施）

◎ �10%還元金が１千万円に到達で終了を2回実施。
　（予算総額はチャージ料＋還元金で計２億２千万円）
◎�実施時期は町内の活性化が目的なので町内景気を見
ながらの実施となります。

国民健康保険特別会計予算

（全員賛成）

後期高齢者医療特別会計予算

（全員賛成）

介護保険事業特別会計予算

（全員賛成）

水道事業会計予算

（全員賛成）

温泉事業会計予算

（全員賛成）
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普通財産賃貸借契約に基づ
く賃借料について、相手方に
支払能力が無く、今後の徴収
が見込めないため、権利を放
棄しようとするもの。放棄す
る金額は、平成23年度分か
ら平成27年度分までの５年
間分で、合計446万５千円も
のです。
問�　請求が２年に１回になっ

ているが、どうして、毎年

請求しなかったのか。

答�　連絡はしていましたが、

どうして２年に１回になっ

たのか分かりません。

反�対討論　悪しき前例を作ら

ないことと、職員の皆さん

に、真摯に貸借料の取り立

てに取り組んでいただきた

い。

賛�成討論　時効消滅を元に戻

すことは、法律的に無理な

ので賛成。

反�対討論　町の対応に不備が

あったと考えます。また、

446万５千円がなくなって

しまうことに対し真摯に反

省していただきたい。

賛�成討論　町長以下、この内

容を十分理解して、統一し

て議員の質疑にこたえるべ

き。それと十分に反省して

いただきたい。ただ、法律

にのっとってやったという

ことからすれば賛成。

　町長などの、町に対する損
害を賠償する責任の一部を、
免
まぬか

れさせることに関し、必要
な事項を定めるものです。
問�　主に、住民訴訟における

損害賠償について適用され

るとあるが、具体的にはど

ういう事例があるか。

答�　住民訴訟法４号に相当し

ます。具体的には、財務会

計上の行為で、公金の支出、

給与の支給、財産の取得、

管理処分、土地の取得、契

約の締結、履行、工事請負、

請負契約の履行、公金の賦

課徴収を怠る事実、などが

あります。

期末手当基礎額に乗じる係
数を、100分の7.5減額した
ものです。

全世代対応型の社会保障制
度を構築するための健康保険
法等の一部を改正する法律の
施行に伴い、令和4年４月１
日から未就学児の均等割り保
険税の軽減措置が講じられる
こととなりました。軽減措置
の内容は、世帯内の６歳に達
する日以後の最初の３月31日
以前である被保険者（未就学
児）の基礎課税分及び後期高
齢者支援金分の均等割り保険
税を、５割軽減するものです。

影響について

　令和４年１月現在、軽減

に該当する世帯及び未就学

児被保険者は14世帯17人お

り、均等割り軽減額としては、

136,350円になり、全体の調

定額に対して0.08％の割合に

なります。

　消防団の処遇の改善をする
ため国が非常勤消防団の報酬
等の基準を定め、いわゆる消
防庁長官通知に基づく報酬等
を一部改正するものであり、
それに応じて町の条例を改正
したいもの。副本部長、副分
団長、班長、団員の年額報酬
を改定するものです。また、
災害（水火災・地震）に関す
る出動については、１日当り

消防団員の年額報酬を増額消防団員の年額報酬を増額

債権の放棄

（賛成７・反対２）

町長等の損害賠償責任の

一部免責に関する条例の

制定

（全員賛成）

職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例

（賛成８・反対１）

国民健康保険税条例の一部

を改正する条例

（全員賛成）

消防団条例の一部を改正

する条例

（全員賛成）
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8000円を標準額とすること
とされました。

消防団員の年額報酬の改正
単位：円

災害時の出動報酬の改正

　会計年度任用職員は勤勉手
当も無いため、令和４年６月支
給分の期末手当は、減額調整を
適用しないというものです。

　歳入歳出総額にそれぞれ
３億1453万４千円を追加
し、それぞれの金額を、90億
300万円にしたいものです。
問�　南伊豆西伊豆地域公共交

通活性化協議会負担金の減

額はどうしてか。

答�　新型コロナウイルスで人

流が抑制されているので、乗

降調査ができなかったため、

経費を削減するものです。

問�　公有財産取得ということ

でクリスタルパークの土地

の所有者に意向調査をして

いる中で、全員の方が売買

について賛同しているのか。

答�　17名中16名の方からは、

譲って頂ける回答を得てお

ります。最後の方はほぼ毎

日電話をしていますが、ま

だ連絡が取れていません。

問�　合併処理浄化槽設置整備

事業補助金が358万４千円減

額されているがどうしてか。

答�　住民の方の合併処理浄化

槽設置に対する助成金で

す。減額の理由ですが、当

初16基を見込んでいました

が、実績は９基でしたので

その差額を減額しました。

問�　固定資産税を徴収猶予し

た2500万円が滞納繰越で

載っているがどうしてか。

答�　昨年度、新型コロナの特

例がありまして、納期限が

１年間延長になるものが、

全体で約4900万円あり、そ

のうち年度内に納期があっ

たもの、納付があったもの

を除いて令和３年度に繰り

越さなければなりません。

その金額が全体で約2600万

円ありました。当初予算に

は当然載っていないので、

今回年度末に計上したとい

うものです。

　歳入歳出予算の総額からそ
れぞれ90万円を減額し、予
算の総額を13億4540万円と
したいものです。
問�　基金積み立ては決算が済

んでからでもいいのでは。

答�　予算の中での不用額は

しっかり見て行く必要があ

りますので、手持ちの増え

た部分については基金積み

立てをしました。

一般会計補正予算

（第10号）　　　（全員賛成）

国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）

　　　　　　　  （全員賛成）

職名 報酬（旧⇒新）

基本団員

● 4時間以下の出動

2,500 ⇒ 4,000
● 4時間を超える出動

5,000 ⇒ 8,000

機能別

団　員

● 4時間以下の出動

2,500 ⇒ 4,000
● 4時間を超える出動

5,000 ⇒ 8,000

会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例

（全員賛成）

公有財産取得はうまくいくのか？

職名 報酬（旧⇒新）

副本部長 43,000⇒45,500

副分団長 43,000⇒45,500

班　　長 27,000⇒37,000

団　　員 20,000⇒36,500
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　18歳以下の子供１人あた
り10万円を支給する子育て
世帯への臨時給付金につい
て、歳入に国庫補助金6560
万８千円、歳出に児童福祉費
6560万８千円を増額するも
のです。児童手当受給世帯に
は12月27日に10万円の振り
込みを行いました。
問�　９月１日以降に離婚した

場合、実際に子育てしてい

るところに10万円が届かな

い例があるか。

答�　西伊豆町ではその様な例

はなく、全ての対象者に支

給できています。

　住民税非課税世帯等臨時特
別給付金事業の１億5125万
円は全額国庫補助金と文教施
設整備事業3336万円は、ふ
るさと応援基金からの繰入
金などを合計して1億8614
万８千円を増額します。また、
文教施設整備事業調査業務
4800万円は繰越明許とする
ものです。

問�　先川は水源地になってい

る。そのことを踏まえて

ボーリング調査の計画をし

ているのか。

答�　当然水源のことも考慮し

ています。

問�　文教施設整備にふるさと

応援基金繰入金を選択した

理由は。

答�　ふるさと納税を教育に

使ってくださいという項目

があり、財政調整基金を取

り崩すよりこちらの方が有

効利用できると考えました。

【修正内容】
　文教施設整備費3366万円
を全額減額します。
【提案理由】
　当局の提案する文教施設整
備に係る調査・設計業務はこ
れまでの文教施設整備に関す
る関係各位の尽力と、執行さ
れた予算を水泡に帰すもので
あり認められないため、減額
修正するものである。

修�正案に賛成討論　先に提出

された請願は、小中一貫校

を旧西伊豆中学校跡地に、

認定こども園を津波浸水区

域外に建設することを求め

るものです。旧西伊豆中学

校跡地に小中一貫校を建設

することは、文教施設等整

備委員会で話し合われた決

定事項のはずである。また、

農業振興地域の土地を購入

し、新中学を建設するのは

町長の施政方針から逸脱し

ているのでないか。先川浄

水場にも近く、水源にとっ

ていかがなものか。費用59

億円については出生してく

る子供が少ないのに高すぎ

るので修正案に賛成。

修�正案に反対討論　旧西伊豆

中学校の敷地、仁科小学校

の裏山はレッドゾーンに

指定されるという報告を受

け、思い切って先川に小中

一貫校並びに認定こども園

を併設したらどうかという

案がでた。今回の測量は、

先川案ができるかどうか可

能性を探るものであるので

反対。

修�正案に賛成討論　町民の多

くは文教施設整備計画につ

いて、まだまだ理解してい

ないと考える。町政懇談会

を開いて、当初の計画が変

更になったことについて経

過説明をし、もっと町民の

声を聞くべきであると考え

賛成。

専決処分

一般会計補正予算（第８号）

（全員賛成）

一般会計補正予算

（第９号）原案

（賛成６・反対３）

一般会計補正予算

（第９号）修正動議

（賛成３・反対６）

第１回臨時会
令和４年１月 28 日

一般会計補正予算(第９号)
文教施設整備の調査に予算付く
一般会計補正予算(第９号)
文教施設整備の調査に予算付く
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議長（山田厚司）は採決に加わりません。

議案の議決結果議案の議決結果 賛成…○　反対…×　欠席…欠　退場…退

会

議

名

審議した議案と主な内容
（議案名はわかりやすく変更しています）

松
田
貴
宏

浅
賀
元
希

仲
田
慶
枝

堤
　
　
豊

芹
澤
　
孝

高
橋
敬
治

山
田
厚
司

西
島
繁
樹

堤
　
和
夫

増
山
　
勇

議
決
結
果

第
１
回
臨
時
会

専決処分の承認　一般会計補正予算（第８号）
［6560万8千円を増額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 承認

一般会計補正予算（第９号）修正動議
［文教施設整備関係予算を削除するもの］ × × × ○ ○ × － × ○ × 否決

一般会計補正予算（第９号）
［1億8614万8千円を増額するもの］ ○ ○ ○ × × ○ － ○ × ○ 可決

３
　
月
　
定
　
例
　
会

債権の放棄について
［町有地賃借料の支払い請求権を放棄するもの］ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ × ○ 可決

町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例
［住民訴訟に対する町長・職員等の損害賠償責任の一部を免責するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

職員の給与に関する条例の一部を改正
［人事院勧告により期末手当を減額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × 可決

国民健康保険税条例の一部を改正
［未就学児の均等割保険税を軽減するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

消防団条例の一部を改正
［消防団員の報酬を増額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
［人事院勧告による支給額の減額をしないもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更
［加入団体を一部削除するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

一般会計補正予算 (第10号 )
［3億1453万4千円を増額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
［90万円を減額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
［2200万円を増額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
［1億6190万円を増額するもの］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

令和４年度　一般会計予算　修正動議
［文教施設整備関係予算の削除］ × × × ○ ○ × － × ○ × 否決

令和４年度　一般会計予算
［当初予算］ ○ ○ ○ × × ○ － ○ × × 可決

令和４年度　国民健康保険特別会計予算
［当初予算］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

令和４年度　後期高齢者医療特別会計予算
［当初予算］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

令和４年度　介護保険事業特別会計予算
［当初予算］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

令和４年度　水道事業会計予算
［当初予算］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

令和４年度　温泉事業会計予算
［当初予算］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

西伊豆町ガラス文化振興基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決

ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を非難す
る決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 可決
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一 般 質 問一 般 質 問

小学校は先行統合が必要では
（教育長）先延びしたので検討します

質�問　小中一貫校とこども園

先川案で、開校・開園まで

の工程で最大の課題は。

町�長　青地除外の手続きです。

質�問　令和７年度までに事業

終了しないと合併特例債が

使えず町の負担増になると

思うが早める方法はないか。

町�長　しっかり管理しますが

方法はありません。

質�問　特例債は施設ごと個別

に適用が可能なのか。

町�長　あり得るかもしれない

ので国県に相談しています。

質�問　開校が遅れることで、

長期化する小学校複式学級

の解消対策は。

町�長　補助教員を採用します

が、費用増や教員確保など

の課題があります。

質�問　学校現場から９学年を

一度に統合するのは相当無

理があり、問題点洗い出し

などに１～２年先行統合が

必要だとの声もあるが。

教�育長　開校が先延びになっ

たので先行統合の可能性も

あり、各学校長の意見も聞

いて検討いたします。

質�問　仁科認定こども園の津

波避難対策は。

町�長　２階の階段から上に行

けるように改修済みです。

質問　建物の耐浪調査は。

町�長　していないので安全で

はありません。

質�問　浜松の保育園などで導

入している津波避難シェル

ターを設置したらどうか。

教�育委員会事務局長　シェル

ターを含め子供の安全をど

う守るか再検討いたします。

質�問　教育現場や保護者から

プール建設の要望があるが。

町�長　正式な要望があれば早

急に検討いたします。

質�問　鷹ノ巣残土処理場閉鎖

に向けて具体的な計画は。

町�長　令和４年度完成を目指

し予算計上いたしました。

質�問　契約変更に伴う補償金

４千万円の算出根拠は。

町�長　町の都合による変更な

のでこの金額でなければ話

が付かず、閉鎖できません。

質�問　大城地区皆伐森林の天

然更新完了検査の結果は。

町�長　未完了なので指導通知

を送付いたしました。

学校にプールは必要ですか？

高
たか

 橋
はし

 敬
けい

 治
じ

 議員

鷹ノ巣残土処理場閉鎖は

令和４年度完成を目指す
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一 般 質 問一 般 質 問

次期はんばた市場運営の考え方は
（町長）議員や住民などの意見を参考に検討

質�問　現在のはんばた市場の

指定管理者は令和４年度ま

でとなっているが、その後

の運営はどうしていくのか。

町�長　令和４年度に評価委員

会を開催し、そこでの評価

や議員、住民の意見のほか、

現指定管理者の意見も参考

にしながら検討していく予

定です。

質�問　令和３年度にコロナの

影響とのことで、はんばた

市場への助成として1000万

円の補正を組んだが、コロ

ナの収束は皆目見当がつか

ない。収束しない限り助成

をするのか。

町�長　今後コロナの影響が、

社会状況の変化によりどう

なるか分からないので、こ

こでは回答できません。た

だ、状況次第では、可能性

はあると思います。

質�問　近隣の類似施設に視察

に行ってきたが、近隣の施

設では、落ち込み幅は小さ

く、赤字になっていない状

況なので、コロナの影響と

は言えないと思うが、町長

は、それでもコロナが要因

と考えているのか。

町�長　町内の観光施設でも、

大きな落ち込みとなってい

るので、コロナの影響と考

えています。

質�問　私は、元々地産地消の

名目の施設のため、観光施

設とは考えていない。地元

消費者が魅力を感じない限

り、観光客の誘客は図れな

いため、もっと地元消費者

が魅力を感じられる施設に

すべきと考えるが。

町�長　町内の人たちだけ来て

いただけばいい経営体系で

はないことを、ご理解して

いただきたい。

質�問　町内の建設業等は、自

社所有の重機類は、レンタ

ルが多くなっている。この

ような状況は、災害復興の

際、支障をきたすため、レ

ンタル会社の誘致が必須だ

と思うが。

町�長　来ていただけること

は、非常にありがたいです。

これまでも交渉をしており

中々進まない状況ですが、

今後も協議していきます。

地産地消の拠点を目指す「はんばた市場」

浅
あさ

 賀
か

 元
もと

 希
き

 議員

重機レンタル会社誘致は

今後も協議していく
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一 般 質 問一 般 質 問

サンセットコイン１０％還元は
（町長）好評なので、令和４年度も実施

質�問　令和３年度では、サン

セットコイン10％還元キャ

ンペーンなど、緊急事態宣

言で疲弊した町内事業者に、

町内の生活支援を行った。

　�　令和４年も、再度支援実

施の町民の声があるが、検

討はできないか。

町�長　10％還元は、店舗のみ

ならず、町民の皆様からも

大変好評でした。令和４年

度も行うことで、予算計上

しています。

質�問　令和２年からの２年間

で、西伊豆町内で営業休止

した企業や廃業、倒産した

会社がどのくらいあったの

か把握しているのか。

町�長　商工会にも確認した

が、新型コロナの影響によ

り、廃業、倒産した企業は

ありません。国県町の支援

金制度などに関する問い合

わせは、町にはありました。

質�問　はんばた市場は、赤字

脱却することを目標と考え

るが、立て直し策はあるか。

町�長　指定管理者にも、対策

を検討していただきました

が、コロナ対策の影響で思

うように、収入が伸びてい

ない現状です。

質�問　地元野菜などが時々不

足しているとのことだが、　

販売の対応策はあるのか。

町�長　町内の農業に従事され

ている方は少ないので、農

作物の集荷には、苦労して

います。地域おこし協力隊

も含め、新たな出荷者への

発掘を考えています。

質�問　人件費を減らす具体策

は、あるのか。

町�長　人件費に限らず経費の

削減を考えています。

質�問　歌碑は色あせており、

遠くから目につくように工

夫したらと思うが、町は対

応できないか。

町�長　公園は自然公園法及び

文化財保護法が、文学碑、

彫刻美術品など自然の素材

を使用することが規定され

ているので、対応は簡単で

はないです。

与謝野晶子夫妻の歌碑を観光資源に

堤
つつみ

 　 　 豊
ゆたか

 議員

はんばた市場の赤字脱却は

収入が伸びていない

堂ヶ島の歌碑の工夫は

自然公園法などの規制あり



15西伊豆町議会だより  第68号

一 般 質 問一 般 質 問

農地の下限面積は
（町長）農業委員会で議論を

質�問　農地の売買、贈与、貸

借等の下限面積について、

別段の面積を設定する必要

があると思うが。

町�長　ぜひ、農業委員会で議

論いただければと考えます。

質�問　ツキノワグマが再び捕

獲されたときは、放獣の際

に GPS をつけて個体の位置

が把握できるように県に依

頼しているとのことだった

が、県からの回答は。

町�長　機材の購入は予定して

いないとの回答でした。理

由としては、機材購入に130

万円ほどかかることや、受

信範囲が４キロから５キロ

で実用的ではないためです。

質�問　県はなんでクマが出た

からってそんな騒いでいる

んだろうと、あまり危機感

が共有されていない部分が

あるのではと思うが。

町�長　危機感がないのではと

いうことは、私たちも感じ

ています。県はクマが出没

するというのは、豊かな森

があるのでクマが出るんで

すよと言います。私たちは

出たら困るわけで、その温

度差を実感しています。町

は対策を打って、経過観察

をし、県には引き続きお願

いしていきたいと考えます。

質�問　職員の採用計画につい

ては、65歳定年になった場

合はどのような考えを持っ

ているのか。

町�長　組織の活性化と、年齢

構成のバランスを考慮し、

一時的に職員が増えます

が、新規採用者数を二、三

年で平準化し、早期退職者

制度の活用を検討しながら

定員管理を行います。

質�問　自治大学校や市町村ア

カデミーを活用した研修は。

町�長　これまでは受講希望者

を募っていませんでした

が、大変有意義だと聞いて

います。全額市町村振興協

会の助成となるため、職員

研修委員会で検討したいと

考えます。

下限面積の引き下げにより小さな農地も活用しやすく

松
まつ

 田
だ

 貴
たか

 宏
ひろ

 議員

職員の採用計画は
組織の活性化と年齢の
バランスを考慮

ツキノワグマの県の回答は

機材の購入は予定していない
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質�問　先般、先川ボーリング

調査案件は、議会で議決さ

れたが、ボーリング調査を

行う上で、地域住民への説

明会は、どのように行われ

たのか。

町�長　地権者には、事前に

ボーリング調査の日程など

を説明し、了解を得ており

ます。中区長と相談し、中

区の皆様を対象に、３月中

旬ごろに、説明会を開催す

る予定です。

教�育委員会事務局長　中区全

世帯を対象に、案内を送ら

せていただいております。

質�問　小中一貫校が建つ周り

の土地所有者は、全て中区

の方ではない。調べて案内

状を送るべきでは。

教�育委員会事務局長　この説

明会が終わった後に、そち

らの方にも、お願いしてい

きたいと考えています。

質�問　町長は、区長会との懇

談会で、「ボーリング調査

で建設に適さない場合は、

旧西伊豆中学校跡地に建設

する」と発言されたそうだ

が、それならば、初めから

旧西伊豆中学跡地に建設し

たらどうか。

町�長　懇談会の発言に関して

は、旧西伊豆中学校跡地に

建設するとは、申しており

ません。可能性はあると申

し上げているかと思います。

質�問　町消防団の定数は、法

定数と乖
かい

離
り

しているが、団員

定数の改正はあるのか。

　�　また、県が制定している消

防団応援条例で協力している

事業所は当町にあるのか。

町�長　定数改正は考えていま

せん。協力事業所は６事業

所が登録しています。

質�問　沢田・宇久須地区の津

波避難タワー建設予定地の

ボーリング調査と地区説明

会は、どのように行われた

のか。

町�長　地区説明会は行ってい

ませんが、近隣住民には、

土地所有者との協議が済ん

だ後に、行っています。

一 般 質 問一 般 質 問

先川ボーリング調査の住民説明会は
（町長）3月中旬ごろ

消防団員定数の改正は

考えていません

避難タワーの地区説明会は

行っていません

堤
つつみ

 　 和
かず

 夫
お

 議員

旧西伊豆中学校跡地に建設する可能性は？
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質�問　災害時における福祉施

設及び在宅の要配慮者への

避難支援対策は。

町�長　各施設には防災マニュ

アル、事業継続化計画の策

定が義務付けられています。

また、要配慮者に係る台風

など風水害への対応協議会

を定期的に開いています。

質問　地震津波への対策は。

町�長　津波浸水想定区域内で

の安全の担保は難しい問題

ですが、今後は協議検討す

る必要があると考えます。

質�問　防災訓練への参加を促

すなど、地域で共有するこ

とから始めては。

町�長　ご近所の助けはあるの

ではないかと考えますが、

まずはご自身で身の安全を

確保していただきたいです。

質�問　限りある資源を大切

に利用することは重要だ。

ミックスペーパーの回収が

始まったが、収集日を設け

ることはできないか。

町�長　現在分別が進み、ごみ

の減量化と焼却処理施設の

延命化につながっています。

ただ、分別ルールが厳しく

なると住民の負担が増えま

す。ミックスペーパーの収

集については、地区で管理

可能であれば対応します。

質�問　ＣＯ２排出削減のために

町が取り組んでいることは。

町�長　生ごみのリサイクルに

ついて大型事業者から実施

可能か検討していきます。

環�境課長　数年後のごみ処理

広域化後には、リサイクル

品目増と大型ごみ処理機助

成を検討しています。

質�問　カーボンニュートラル

に向けての取り組みは。

町�長　ごみを燃やす処分から

分解する処分へシフトさ

せ、循環型の資源利用を目

指します。

ま�ちづくり課長　地域再エネ

導入戦略策定業務の中で、

温室効果ガスの排出量を推

計し町の将来ビジョンを作

成します。

一 般 質 問一 般 質 問

仲
なか

 田
だ

 慶
よし

 枝
え

 議員

災害時における要配慮者への避難支援は
（町長）風水害への対応協議は定期的に開催

ゴミの再資源化は

ミックスペーパーの回収日は

地区で管理可能であれば

CO2排出削減は

大型事業者から
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　広域ごみ処理の問題を

改めて質問する。

　�　単独事業での今後の改修

を25億円としている根拠は。

町�長　25年経過している施設

の平均を調べて、西伊豆町

は、流動床方式であり類似

の施設の大規模改修は、24

億5000万円と伺っています。

町としては、まだ大規模改

修の計画を立てていません

ので正確な数値はでません

が、およそ25億円がかかる

のではと考えています。

質�問　広域ごみ処理で、「サー

ビスの低下は、ある」と答

弁していたが、どのような

ことか。

町�長　施設への持込みごみは

不便になると考えます。

　�　現在、住民や事業者の

方々から持込みごみの可燃

ごみ、資源ごみをどうする

かという課題があり、中間

処理施設を設置するかどう

か、整備する場合には、ど

れほどの規模の処理施設が

必要なのかを検討していく

ことになると考えます。

質�問　広域ごみ処理施設での

職員体制はどうなると考え

ているのか。

町�長　今のところ、正規作業

員４名、任用職員１名の５

名が必要ではないかと考え

ます。中間施設が整備され

れば、事務員の１名が必要

ではないかと考えています。

質�問　１市３町の協議は、ど

のようになっているのか。

町�長　まだ、広域ごみ処理の

場所が決まっておらず、協

議が進められないため報告

できません。

質�問　令和４年度の広域ごみ

処理の負担金673万円は、

何をするのか。

環�境課長　令和４年度に一部

事務組合の準備室を立ち上

げる費用です。

質�問　ごみの減量に取り組み

焼却のごみを少なくする取

り組みを住民とともに進め

ていく提案をするが、どうか。

町�長　今後も取り組みます。

焼却ごみを埋め立て、分別

を進めている鹿児島県大崎

町へ視察研修に行きたいと

考えています。

1 市 3町の協議は
（町長）場所が決まらず進んでいない

増
ます

 山
やま

 　 勇
いさむ

 議員

広域ごみ処理は再考せよ

ごみの減量は

今後も取り組みます
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　静岡大学の教授の話で

は、第４次想定の津波浸水

深を作成する時、先川付

近より一色方面にかけては

地表面を飛行機によるレー

ザー測量をしておらず、等

高線のデータがないので、

先川付近では津波浸水区域

外だとされるが、浸水深約

２ｍと考えた方が良いとの

意見があった。

　�　現在ハザードマップを作

成中だが、先川地区が浸水

区域外などと誤った情報を

載せることは地区住民の人

命に関わることと、先川集

約案ではこども園を、町道

レベル、プラス１ｍの盛り

土としているが、こども園

の安全確保のために、先川

地区の津波浸水深を確定し

て盛り土の高さを決めるべ

きで、先ずは浸水深を確定

するべきではないか。

町�長　国県が示された情報を

もとに、全て判断をし、国

県が L ２の想定をした中で

出してきているものでござ

いますので、県には正確な

ものを出してくれるよう

に、要望は致しますが、単

独でそれを見直して作り直

すことは不可能だというふ

うに考えております。

質�問　文教施設整備の進め方

及び信念と方針は。

町�長　紆余曲折ありましたが

多くの意見を聞き、１人で

も多くの人が納得できるよ

うに進めています。

　�　信念と方針は当初から全

く変わらず、町内の子供た

ちを安全な場所で教育、保

育するというものです。

質�問　小中一貫校の建設地が

先川に変わった時点で旧西

伊豆中の解体を棚上げすべ

きではなかったか。

町�長　先川のボーリング調査

結果では立たない可能性も

あるので、第２案を想定し

た時、旧西伊豆中の建物が

あっては、建設に不備にな

り、困りますので解体しま

した。

芹
せり

 澤
ざわ

 　 孝
たかし

 議員

先川の津波浸水深を確定すべきでは
（町長）不可能だと考えています

町の基準水位（津波のせり上がる高さ）を公表すべき！

文教施設整備の
信念と方針は

当初より変わりません

旧西伊豆中の解体は棚上
げすべきではなかったか
第 2案を想定して
解体しました

地盤高
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第　１　常　任　委　員　会　報　告

議議会会のの動動きき

２月８日に、教育委員会事務局の所管事務調
査を行いました。

中学校の視察を、コロナにより中止したため、
学校からの報告を一部抜粋し掲載しました。
　統合により、各学年20人前後の２学級となり、

10人前後の少人数学級、30人前後の単学級に比

べ、適切な人数の中で落ちついた雰囲気の中で

授業ができている。

　８割以上の生徒がバス通学で、教育活動がバ

ス時刻で制限されることがあるが、バス通学に

慣れてきたようである。

　友人関係で悩んでいる生徒は多くトラブルが

起きることもあるが、その都度担任や学年で話

を聞いて対応している。

　不登校や特別室登校、学習面で支援が必要な

生徒に対して、一人一人の状況に応じた個別の

対応を取っているが、空き教室がなく対応する

場所の不足や人員の不足も課題となっている。

　現在町では３の奨学金制度を運営しています。

・償還型　百川奨学会・稲葉金秋奨学金貸付基金

　高校生月額１万円、大学生月額２万円　

　利用者実績　百川88人　稲葉金秋２人

・給付型　西伊豆町給付型奨学金

　�松崎高校生、月額　１年生１万円、２年生

１万５千円、３年生２万円、現在の利用者12人

近年は償還型の利用者がいない状態が続いてます。

詳細は町のホームページを閲覧するか、教育委員

会事務局に問い合わせして確認してください。

　町には、堂ヶ島天窓洞から猿っこ踊りまで、国・

県・西伊豆町、指定の文化財34、登録文化財（町

文化財登録原簿に登録）５があります。

　写真は町最古の古文書である「北条氏虎印の法
はっ

度
と

状
じょう

」で、1573年、付近の海岸に出入りする船の

取り締まりの定めについて書かれたものです。

　無形民俗文化財の中には後継者不足による活動

中止の声が上がっているものもあります。継続は

地域の枠を超えて協力していくのも一方策でない

かと思います。

　令和４年度より小中学校生徒に給食費の半額

を補助します。

　町は既に半額補助とは別に、予算約130万円を

補助して、「ふるさと給食週間、月１回で地場産

品を使った給食の日を作る。」を実施しています。

生徒に地場産品を使ったメニューによる食育に

よって地域の文化・産業の理解を深める事業を

おこなっています。

　地場産品を使うことで地元業者の支援にも繋

がっています。

第１常任委員長　　芹澤　孝

統合後の西伊豆中学校

西伊豆町文化財

学校給食
奨学金制度

教育委員会事務局
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第　２　常　任　委　員　会　報　告

＊事業名　：　西伊豆町土砂災害・洪水ハザ―

　　　　　　　ドマップ作成業務委託

＊委託料　：　9,790,000円（1/2が国庫補助）

＊受注者　：　(株 )ゼンリン東海

＊内　容　：　①ハザードマップ　6,000部

　　　　　　　　（各戸配布＋窓口等で配布）

　　　　　　　②大判地図Ａ０判ハザードマップ

　　　　　　　　100部（自主防・学校等に配布）

　　　　　　　③防災情報記載住宅地図　70冊

　　　　　　　　（自主防・学校等に配布）

　　　　　　　④ホームページ用掲載データ

①　宇久須隧
ずい

道
どう

補修工事（１億3,500万円）

②　岩谷戸橋長寿命化対策工事（6,600万円）

③　林道一色線法面改良工事（900万円）

　防災課では、防災ハザードマップの説明を受
け防災倉庫 ( 旧洋ランセンター ) と津波避難タ
ワー建設用地を見学しました。
　産業建設課では、令和４年度施工予定の工事
個所を見学して回りました。大変有意義な一日
となりました。

第２常任委員長　　堤　和夫

１月26日に、防災課と産業建設課の所管事務調査を行いました。

防災ハザードマップについて 令和４年度施工予定の工事個所視察

津波避難タワー建設用地視察

防災倉庫 (旧洋ランセンター )視察

防災課 産業建設課

沢田地区
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民族文化財　民族文化財　田子「田子「正正
しょうしょう

月月
がつが つ

魚魚
よよ

」」

　田子地区では、航海安全と豊漁豊作・子孫繁栄を祈
願し、塩鰹にワラ飾りを付け正月に神棚にお供えをす
る風習があり、その際に塩鰹は、「正月魚（しょうが
つよ）」という名前で呼ばれています。三が日を過ぎ
ると神棚から降ろし、関係者に振る舞われたり、保存
食として家庭で消費されています。
　田子地区の船員への雇用の証しとして、年の初めに
契約の品に使われたりもしており、昔から身近な食べ
物として、親しまれてきました。現在製造されている
のは、全国で西伊豆町田子地区のみとなっています。
※出典元　西伊豆町文化財総覧

西伊豆町の全域の文化財を紹介していきます。（４回目）

寒風にさらし乾燥させている塩鰹

質�問　ダイビングのインストラ

クターになったきっかけは。

吉�田さん　大学進学のために一

度地元を離れましたが、父親

が経営するダイビングショッ

プに後継ぎがいないことや、

海に関わる仕事に興味があっ

たので、24歳の時に家業のイ

ンストラクーとして働くこと

にしました。

質問　田子の海の特徴は。

吉�田さん　田子には湾内にダイ

ビングスポットがあり、冬場

の波がある時でもダイビング

が楽しめます。また、沖合に

は「フト根」という伊豆の中

でも屈指の魚群ポイントがあ

り、日本の固有種である「サ

クラダイ」を見ることができ、

多くのダイバーが訪れます。

質�問　最近の海の変化は。

吉�田さん　子供の頃から素潜り

で田子の海を潜っていますが、

温暖化の影響なのか明らかに

20年前と比べてシワメやミチ

メ、天草等の海藻が減ってい

ます。田子瀬浜海岸のマメダ

ワラも見られなくなりました。

質問　今後の目標は。

吉�田さん　ダイビングを通じて、

西伊豆の素晴らしさを発信し

ていくことで、微力ですが町

の活性化の手助けができれば

と考えています。

【 取材　堤　豊、松田貴宏 】

町 内 探 訪 41

地元出身の女性ダイビング
インストラクター

吉よ
し

田だ 

さ
ゆ
り 

さ
ん

（田
子
在
住
）

田子地区のダイビングショップで

インストラクターをしている吉田

さゆりさんに話を伺いました。

フト根のサクラダイの群れ


